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論文の内容の要旨

　ヒトを含めた多くの脊椎動物の脳神経系は，その胚発生の時期を除いて一度障害を受けるともはや再生が困難

であると信じられている。ところが有尾両生類のイモリでは，網膜神経組織に障害を受けても，残った網膜色素

上皮細胞が色素を捨てて脱分化・増殖を繰り返しつつ。網膜を構成する種々の神経細胞に分化し，これら神経細

胞どうしのシスプス結合により，最終的には網膜神経組織が再構築されることが知られている。脳神経回路の一

部が失われた場含，他種の細胞で補填するということは個体の生命維持にとってきわめて有利な現象である。

　本研究では脊椎動物網膜の神経情報伝達システムの一つとして知られているコリナージック・システムに注目

し，イモリ網膜におけるこのシステムの存在の証明と，このシステムを構成する種々の要素（アセチルコリンの

合成酵素のコリンアセチルトランスフエラーゼ（ChAT），アセチルコリン受容体（AChR），そしてアセチルコリ

ンの分解酵素のコリンエステラーゼ（AC肥））の発生・再生過程における発現と発達様式を免疫組織化学および

組織化学的方法を用いて調べた。その結果，イモリの正常網膜は他の脊椎動物と同様にコリナージック・システ

ム持っていること，さらに，発生と再生過程のどちらにおいても，アセチルコリンの合成酵素のChATはシナプ

スが形成されるじきに発現するのに対して，その分解酵素であるAC肥や受容体のAC服はシスプス形成時期より

もかなり早く発現することが明かとなった。このことから，著者は網膜の再生過程は発生過程における分子メカ

ニズムを利用していること，さらに，AChEやACbRがシスプス形成以前の早い時期に発現してくることから，こ

れらの分子はシナプスにおける情報伝達以外の機能，例えば細胞の個性化，神経突起の伸長，シナプス形成とそ

の維持などにも寄与している可能性を考察している。

審査の結果の要旨

　本研究論文は再生可能なイモリの網膜を用い，神経情報伝達システムの一つであるコリナージック・システム

の発現と発達様式を調べた。発生と再生過程においてコリナージック・システムの発現と発達様式は同じである
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という結果は，網膜神経組織の再生過程は発生過程の分子メカニズムを利用していることを示唆している。この

成果は，イモリ網膜神経組織の再生機構を理解する手掛かりとなるのみならず，従釆，再生困難とされている哺

乳類の網膜神経組織を再生させようとする試みに対する基礎資料を提供することが出来るという点で高く評価で

きる。

　よって，著者1辛博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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